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　市では、このたび「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全カラー刷り）を
新しく発行しました。
　写真とイラストを多用し、芦屋の自然や史跡・名所、市内の施設やまちの楽
しみ方を紹介。後半には、行政の動きや統計などの情報も掲載しています。　
　眺めるだけでも楽しい１冊です。ぜひ、一度手に取ってご覧ください。
　新しい「芦屋シティグラフ」は、下記で発売しています。

����　市役所北館１階行政情報コーナー・ラポルテ市民サービスコーナー
����　300円
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　全市の市街図のほか、市章の由来、市の木
・市の花の紹介、市内の主な施設・窓口案内、
歴史や「芦屋　橋ものがたり」などを掲載し
ています。また、本市の憲法ともいうべき
「国際文化住宅都市建設法」を、ミニ特集と
して取り上げています。
　１人に１部を、市役所北館１階行政情報
コーナー・ラポルテ市民サービスコーナー
で差し上げています。
　必要なかたは、上記へお申し出ください。
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明
治
十
九

年
に
東
京
日

本
橋
で
生
ま

れ
育
っ
た
谷

崎
は
、
箱
根
で
関
東
大
震
災
に
被
災
し
た

際
、
横
浜
の
自
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、

大
阪
行
き
の
汽
車
に
乗
っ
て
芦
屋
在
住
の

友
人
宅
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
家
族
を
連
れ
て
京
都
に
住
み

ま
す
が
、
気
候
温
暖
な
阪
神
間
に
居
を
移

し
ま
す
。
昭
和
五
年
に
妻
・
千
代
と
離
婚
、

千
代
は
佐
藤
春
夫
と
結
婚
す
る
の
で
し
た

（
妻
譲
渡
事
件
）。
翌
年
に
谷
崎
は
、
婦
人

雑
誌
記
者
古
川
丁
未
子
と
結
婚
す
る
も
の

の
、
か
ね
て
の
意
中
の
人
根
津
松
子
と
の

恋
愛
が
発
展
し
、
離
婚
を
経
て
、
三
度
目

の
結
婚
を
迎
え
た
の
で
す
。

　

松
子
と
祝
言
を
挙
げ
た
の
が
打
出
の
家

で
、現
在
、詩
人
・
富
田
砕
花
旧
居（
宮
川

町
）と
し
て
、
水
・
日
曜
の
み
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

谷
崎
は
、
昭
和
六
年
に
根
津
家
が
破
産

し
た
こ
と
か
ら
松
子
を
支
え
る
よ
う
に
な

り
、
急
速
に
親
密
な
関
係
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
七
年
に
は
丁
未
子
と
別
居
し
、
松
子

が
谷
崎
宅
を
通
う
生
活
は
、「
春
琴
抄
」
に

結
実
し
ま
す
。

　

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
は
、
文
豪
・
谷
崎

潤
一
郎
お
よ
び
そ
の
文
学
の
顕
彰
と
周
知

を
主
な
目
的
と
す
る
文
学
館
で
す
。

　

記
念
館
は
、
昭
和
六
十
三
年
秋
、ゆ
か
り

の
地
・
芦
屋
に
、市
の
文
化
ゾ
ー
ン
構
想
の

核
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。　

松
子
夫
人

を
は
じ
め
親
族
・
関
係
者
か
ら
の
寄
贈
品

を
中
心
に
、一
万
点
を
超
す
多
彩
な
資
料

を
収
蔵
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

開
館
以
来
、特
別
展
・
通
常
展
・
ロ
ビ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
を
軸
に
、谷
崎
の

生
誕
祭「
残
月
祭
」、文
学
講
座
を
は
じ
め

と
す
る
文
化
講
座
や
映
画
会
の
主
催
な
ど

多
彩
な
文
化
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
の
特
別
展
（
十
月
一
日
〜
十
二

　
　
　
　
　

月
二
十
五
日
）で
は
、「
妖
し

の
世
界
へ
の
誘
い
―
谷
崎
・

乱
歩
・
横
溝
」を
開
催
。日
本

の
推
理
小
説
界
の
け
ん
引

役
と
な
っ
た
江
戸
川
乱
歩
・

横
溝
正
史
の
二
人
が
谷
崎

潤
一
郎
を
敬
愛
し
、
そ
の
作

品
か
ら
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
内
容
で
、
全
国
の
ミ

　

つ
い
に
昭
和
九
年
三
月
に
は
打
出
の
家

で
同
棲
生
活
を
始
め
、
翌
年
一
月
に
結
婚

と
な
り
ま
す
。
谷
崎
は
昭
和
十
一
年
十
一

月
ま
で
、
松
子
と
そ
の
妹
・
重
子
、
信
子
、

松
子
の
連
れ
子
・
恵
美
子
と
共
に
生
活
を

し
ま
し
た
。
谷
崎
は
こ
の
家
の
土
蔵
を
書

斎
と
し
、「
源
氏
物
語
」
の
現
代
語
訳
や

「
猫
と
庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
」
な
ど
を

手
が
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
が
手
狭
な
こ
と
と
周
囲
の

騒
音
を
苦
慮
し
、
神
戸
住
吉
の
家
（
現
・

倚
松
庵
）
に
転
居
す
る
の
で
し
た
。

　

倚
松
庵
で
の
暮
ら
し
は
、
ま
さ
に
「
細

雪
」
さ
な
が
ら
の
生
活
で
し
た
。
モ
デ
ル

と
な
っ
た
の
は
、
松
子
姉
妹
と
娘
の
恵
美

子
。
松
子
姉
妹
は
幸
子
・
雪
子
と
名
を
変

え
な
が
ら
、
戦
時
下
に
お
け
る
、
そ
の
優

雅
な
暮
ら
し
ぶ
り
の
描
写
か
ら
、
戦
後
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

谷
崎
邸
は
住
吉
で
し
た
が
、
作
品
で
主

人
公
た
ち
の
住
居
は
芦
屋
と
な
っ
て
い
ま

す
。
谷
崎
夫
妻
の
仲
人
が
阪
急
芦
屋
川
駅

付
近
に
住
ん
で
お
り
、
谷
崎
は
執
筆
の
た

め
に
滞
在
し
周
囲
を
散
策
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
作
品
の
随
所
に
芦
屋
の
風
景

を
描
く
の
で
し
た
。
着
物
姿
の
三
姉
妹
が

注
目
を
集
め
る
華
や
か
な
場
面
は
、
阪
急

芦
屋
川
駅
北
側
の
水
道
路（
現
・
山
手
サ
ン

モ
ー
ル
）が
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
女
の
妙
子
が
洋
裁
の
先
生
宅

で
阪
神
大
水
害
に
被
災
し
ま
す
が
、
モ
デ

ル
と
な
っ
た
田
中
千
代
洋
裁
学
校
の
碑
は
、

今
も
大
原
町
に
あ
り
ま
す
。
芦
屋
川
上
流

の
開
森
橋
付
近
に
は
松
子
が 
揮
毫 
し
た

き
ご
う

「
細
雪
」
の
碑
が
あ
り
、
芦
屋
川
駅
北
の

重
信
医
院
は
、
作
品
中
「
櫛
田
医
院
」
と

し
て
登
場
す
る
の
で
し
た
。

　

作
品
の
執
筆
は
、
昭
和
十
七
年
か
ら
熱

海
の
別
荘
や
疎
開
先
の
岡
山
で
書
き
進
め

ら
れ
、
戦
後
京
都
で
完
結
し
ま
し
た
。
執

筆
の
地
は
転
々
と
し
な
が
ら
も
、
谷
崎
は

作
品
舞
台
で
あ
る
芦
屋
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

独
特
の
風
景
・
風
俗
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。

谷
崎
作
品
の
中
で
は
異
色
と
も
言
え
る
作

風
な
が
ら
、
そ
の
堅
牢
な
美
的
世
界
の
描

出
か
ら
普
遍
性
を
獲
得
し
、
今
も
世
界
中

で
愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
昨
年
十
一
月
十
八
日
に
ル
ナ
・

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
朗
読
演
劇「
春
琴
抄
」

で
は
、
落
語
家
・
桂
米
團
治
さ
ん
と
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
・
鈴
木
美
智
子
さ
ん
の
熱

演
が
、
約
四
百
人
の
観
客
に
深
い
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

　

本
年
で
開
設
二
十
四
年
と
な
る
記
念
館

で
す
が
、
そ
の
道
の
り
は
必
ず
し
も
平
坦

と
は
言
え
な
い
も
の
で
し
た
。
特
に
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
年
に
は
、
年
間
入
館

�
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多
く
の
文
学
愛
好
家
、
谷
崎
フ
ァ
ン
に
支

え
ら
れ
て
着
実
な
歩
み
を
続
け
、
昨
年
十

一
月
末
に
は
、
総
入
館
者
が
三
十
万
人
を

突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
 
数
寄
屋
造 
風
の
外
観
は
、
谷
崎
が
戦
後

す

き

や

づ

く

り

移
り
住
ん
だ
、
関
西
最
後
の
邸
宅
―
京
都

の「 
潺
湲
亭 
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。

せ
ん
か
ん
て
い

　

池
を
た
た
え
る
館
内
の
庭
も
、「
潺
湲

亭
」
の
日
本
庭
園
を
再
現
、
四
季
折
々
の

美
し
い
た
た
ず
ま
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
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���　１月26日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　��
�　井伏鱒二作「黒い雨」を取り上げ、作家・柳谷郁子氏が作品の背景
・作家の心情などを解説　���　16人　����　2,300円（入館料
300円含む）　�����　上記へ
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���　１月21日（土）午後２時～　���　展示室　���　本展
の写真出品者・吉野晴朗氏による解説・案内　����　要観覧料
〈一般300円・大高生200円・中学生以下無料　※別途団体割引きあり。
高齢者・障がい者手帳所持者は半額〉　�����　直接会場へ

�� � ��� � � � 	 
 � ������������	

���　１月22日（日）午後１時30分～３時　���　講義室　��
�　日本災害振興学会会員・西岡喜久男氏　����　500円（入館
料・資料代含む）　�����　事前に上記へ
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　市では、市民の皆さんからの公募写真でつづっ
た市制施行70周年記念写真集「芦屋の四季・70選」
を、発売しています。
　市民の皆さんが切り撮った美しい現在の芦屋
風景を、市制施行70周年の記念として、未来の
自分への、また遠方のご家族や親しいかたへの
プレゼントとしても、ぜひご活用ください。
����　市役所北館１階行政情報コーナー・
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー　
����　1,000円
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す

内
容
で

全
国
の

ス
テ
リ
ー
フ
ァ
ン
か
ら
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

　

記
念
館
の
一
万
点
に
及
ぶ
収
蔵
品
か
ら
、

逸
品
を
二
点
紹
介
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
三
月
二
十
五
日（
日
）ま
で

開
催
中
の
通
常
展「
谷
崎
潤
一
郎　

人
と

作
品
」で
展
示
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
　

　

谷
崎
は
阪
神
間
に
移
住
後
、
関
西
に
根

差
し
た
伝
統
文
化
に
傾
倒
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
形
浄
瑠
璃
観
劇
に
淡
路
島
ま
で
通
い
、

地
唄
や
三
弦
の
け
い
こ
に
も
励
み
ま
し
た
。

地
声
は
お
世
辞
に
も
美
し
い
と
は
い
え
な

い
谷
崎
で
す
が
、
こ
の
三
味
線
で
ど
ん
な

唄
を
響
か
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

�
�
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神

淡
路
大
震
災
の
年

は

年
間
入
館

者
が
約
五
千
人
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
は
、
市
民
を
は
じ
め
、

美

い

ず

い

楽

が

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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谷
崎
の
愛
し
た
地
唄
の
中
で
も
、
と
り

わ
け
お
気
に
入
り
の
演
目
が
「
残
月
」。
自

分
の
葬
儀
に
は
こ
の
曲
を
流
し
て
ほ
し
い
、

と
言
っ
て
い
た
ほ
ど
で
し
た
。
谷
崎
の
生

誕
祭
が
「
残
月
祭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の

も
、
こ
う
し
た
愛
着
に
ち
な
む
も
の
で
す
。

　

残
月
（
明
け
方
に 
儚 
く
も
残
る
月
）
を

は
か
な

金
蒔
絵
で
浮
か
び
上
ら
せ
た
遺
愛
の
硯
箱

は
、
文
豪
が
魅
せ
ら
れ
た
音
の
揺
ら
ぎ
を

潜
め
て
い
ま
す
。
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�������〒659-0052　伊勢町12番15号／�ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp
　　　　　　　�http://www.city.ashiya.lg.jp/shisetsu/tanizaki.html
������　午前10時～午後５時〈入館４時30分まで〉／月曜日休館（祝日の場合は翌日）
������　300円
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　創元社が昭和25年に『谷崎潤一郎作品集』（全９巻）を刊行した際、作家た
ちに「推薦の言葉」を依頼し、当時を代表する作家・文学者らが応じました。
　本コーナーでは、それらのうち正宗白鳥・舟橋聖一・吉屋信子・和辻哲郎・
小林秀雄・日夏耿之介・辰野隆の７人の直筆原稿を展示します。作家たちの
肉筆は、その個性を多分に表しています。それぞれの作家たちが、どのよう
に谷崎文学を推奨したのか…。その躍動する字体と内容をご覧ください。��������
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　弥生時代の高地性集落遺跡会下山遺跡（芦屋市）と巨大集落
加茂遺跡（川西市）について、楽しく学んでみませんか。
�����　２月18日（土）午後１時30分～４時　
�����　ルナ・ホール　
�����　兵庫県立考古博物館長・石野博信氏
�����　落語家・桂雀々　
�����　600人（＊応募多数の場合は抽選）　
�����　往復はがきに、住所・氏名・電話番号・参加人数を
　　　　　　記入の上、１月31日（火）までに下記へ
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�������　大桝公園から
�� � � � �　芦屋市消防出初め式
　　　　　　　　阪神・淡路大震災回顧展
��������　精道小学校　阪神・淡路大震災を学ぶ
　　　　　　　　　「語り継ぐ会」
�� � � ��芦屋市・川西市 国史跡指定合同記念事業
　　　　　　　　　「記念のつどい」に参加しませんか？
�������　「芦屋 橋ものがたり」より
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① 8 :30

②12:00

③16:00

④18:15

⑤22:45
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